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要旨 
 足浴が運動機能に与える影響を徒手筋力測定器を用い、足浴の前後で、足関節背屈時の可動
に対する抵抗性の差異を指標に検討した。また、心理的指標として測定前後に STAI を、測定後
に VAS を実施した。被験者は健康な女子学生 10 名とし、湯温は恒温機を使用し、42℃を保ち、
10 分間足浴を実施した。結果、足浴後は足浴前に比べ、ｐ=0.001 と有意に足関節の抵抗性が軽
減し、足関節背屈時の抵抗性が減少した。また STAI の状態不安がｐ=0.005 有意に減少し、VAS
や自由記載においても足関節背屈時の抵抗感が軽減することが明らかになった。このことから、
リハビリ前に足浴を行うことにより足関節背屈の抵抗性が減少し、歩行をはじめとする運動機
能の改善や心理的負担の軽減から、より効果的なリハビリが行えることが示唆された。 
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はじめに 
足浴は糖尿病患者のフットケア、産婦や褥婦のリ
ラクゼーション･浮腫の緩和などさまざまな場面
で活用されている。運動機能への効果として、本
多ら 1)は老年者を対象に毎回運動前に湯温 40±
1℃10 分の足浴を実施し、柔軟性（長座体前屈、
足関節背屈角度）、歩行時の前進力(足底荷重値)、
バランス能力（開眼片足立ち）、複合動作能力
(TUG)、筋力(握力)が向上するということが明らか
にしている。実習中に、腰部脊柱管狭窄症の術後
の患者を受け持った。患者は足部のしびれがあり、
歩行再開に向けたリハビリが進んでいない状態で
あった。そこでリハビリ前に足浴を行ったところ、
リハビリ中に「足が軽くなった」「歩くのが楽にな
った」と訴えがあり、以後リハビリ前に実施する
と車椅子移動だった患者が、受け持ち終了時には
歩行器での歩行が可能となった。このような経験
から足浴は清潔ケアとしてだけでなく、運動機能
にも影響を与え、効果的なリハビリを行うための
援助になるのではないかと考えた。本多ら 2)は、
歩行時には足関節の可動性が重要であり、足浴後
に足関節の背屈角度が拡大することを明らかにし
ている。さらに、望月ら 3)は、歩行時には足関節
の背屈性が重要であると述べている。そこで、本
研究では歩行時に欠かせない運動機能である足関
節の背屈に着目し、足浴による足関節背屈時の抵
抗性の変化を測定することで、足浴がリハビリに
与える効果を明らかにしようと考えた。 
 
昭和大学保健医療学雑誌 第 12号 2014 
137 
 
方 法 
1) 研究期間 
本研究の研究期間は平成 25 年 5 月から同
12 月であった。 
2) 研究対象者 
 実験の同意を得られた A 大学の 21～22 歳
の健常な女子学生 10 名とした。 
3) データ収集方法 
①足関節背屈の抵抗性 
足関節背屈角度 0°(足関節角度 90°)をス
タートとし、他動的に背屈 10°までにかかっ
た抵抗の最大を測定した。背屈時の抵抗を測
定するものとして徒手筋力測定器(アニマ社
製μTas MF-01)を用いた。また、同一手技と
なるよう同一者が測定した。 
②情動評価 
 STAI(State-Trait Anxiety Inventory)で測
定前後に状態不安を測定した。また
VAS(Visual Analogue Scale)を用いて、足関
節の動きやすさの感じ方を被験者に記入して
もらい、その長さを測定した。この際、長さ
20cm の線を引き、中間点を 0cmとし、足浴
前の測定時の動きやすさとした。＋10cm を
足浴前に比較し「曲がりやすくなった」の最
大、－10cm を足浴前に比較し「曲がりにく
くなった」の最大とした。 
4) 測定環境 
 本研究の測定環境は 24～27℃湿度 60±2%
であった。足浴に用いる湯温は、42℃に調整
した水道水を用い、恒温機により実施時間中
はその温度を維持した。 
5) 倫理的な配慮 
対象者に研究の主旨と以下に示す内容を書
面と口頭で説明し、文書で実験協力の同意を
得た。①研究の協力は強制ではなく、中断し
たい場合はそれができること、②研究で得ら
れたデータは研究以外に使用することなく、
個人は特定されないように匿名で行うこと、
③実験で得られたデータは個人が特定されな
いよう記録、保管には十分に配慮し、実験終
了後はシュレッダーにかけ、完全に破棄する
こと、④研究成果の発表は学内で発表するこ
とであった。 
6) 実験における注意 
実験は、室温を 27℃に設定した無臭の部屋で行
い、外気温の影響を考慮し 15 分前に来室とした。 
7) 実験プロトコール 
 足浴実施前後で、足関節を 10°背屈したときの
抵抗性を測定した。 
 実験前に被験者に STAI(状態不安:①)を記入し
てもらい、足関節の抵抗性を測定した。その後、
湯温 42℃の足浴を 10 分行い、再度抵抗性を測定
し、最後に STAI(状態不安:②)および VAS を記入
してもらった。 
 
 
 
 
結 果 
今回、21～22 歳の女性 10 人を対象に、足浴前
後での足関節背屈の抵抗性の変化により運動機能
への影響を検討した。また、情動を示す心理的デ
ータとしてSTAIで状態不安を実験前後に実施し、
被験者の主観的な屈曲時の曲がりやすさを VAS
を用いて実験後に実施した。 
 
1) 足関節背屈の抵抗性 
足浴前と後の平均を Wilcoxon の符号付き順
位で検定すると、ｐ=0.001 と有意差がみられ
た。(図 1)  
2) STAI 
被験者 10 人の状態不安を足浴前後で測定
し、足浴前は平均 42.4(±7.99)、足浴後は平
均 30.7(±4.52)であり、前後で 11.7(±4.73)
抵抗性測定 足浴(10 分) 
抵抗性測定 
STAI① 
STAI②、VAS 
昭和大学保健医療学雑誌 第 12号 2014 
138 
 
減少した。Wilcoxon の符号付き順位で検定す
ると、ｐ=0.005 と有意差がみられた。 
3) VAS 
 足浴後の結果をみると全例で「曲がりやす
い」の方向に変化した。その幅は平均
6.25cm(±1.39)であった。 
4) 自由記載 
「全身が温まった」「足首が軽くなった」「足
浴後の測定で、抵抗感が軽減した」との記載
が多くあり、逆の意見は無かった。
 
 
図 1 足関節背屈時の抵抗性の比較 
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図２ 足浴前後の状態不安の比較 
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考 察 
 足浴による運動機能への影響はさまざまな研究
がされている。本多ら 1)2)は足浴後の足関節背屈時
の角度に着目し、足浴後に足関節背屈の角度が拡
大することを明らかにしている。本研究では足浴
によって足関節背屈時の抵抗性が減少するという
結果が得られたことから、本多らの研究を裏付け
るものであるといえる。軟部組織の温度を上げる
と伸展性が高まり、関節可動域が拡大することは
すでに明らかになっている。本研究も抵抗性が減
少したことから、足浴による温熱作用によって足
関節背屈時の抵抗性が減少したと考えられる。沖
田ら 4)は関節可動域制限によって歩行の推進力低
下を明らかにしている。また小倉ら 5)の高齢者の
生活状況と足関節可動域の研究では、歩行移動群
に対し、車椅子移動群では車椅子移動群のほうが
関節可動域が狭いということを明らかにしている。
これらの文献から関節可動性の向上は歩行に有効
であるといえる。リハビリ前に足浴を行い足関節
の可動性を向上させることにより、リハビリ時の
足関節可動運動、車椅子などの移乗訓練、平行棒
を使った歩行訓練などのリハビリをより効果的に
リハビリを行うことができる可能性がある。 
以上より、足関節の柔軟性が向上することで歩
行しやすい状態に近づけることができると考えら
れる。 
 さらに情動評価では STAI の結果より、足浴後
に状態不安は低下した。足浴に香り刺激をあたえ
るとリラックス効果があるという研究は数多くさ
れているが、足浴のみの場合でもリラックス効果
があることが明らかになっている 6)。状態不安の
減少は足浴のもたらすリラックス効果によるもの
であるといえる。また、VAS においても、曲がり
やすさの感覚が向上した。先行研究では、足浴後
に関節が曲がりやすくなったかを主観的に明らか
にしたものは無く、本研究では主観的尺度からも
足関節の曲がりやすさを実感していることが明ら
かになった。また自由記載においても「足関節背
屈時における抵抗感が軽減した」という反応が半
数以上あり、歩行に対する歩きにくさを軽減でき
る可能性があるといえる。 
結 論 
本研究では、足浴により足関節の抵抗性が減少
し、曲がりやすいという主観的感覚もえられ、不
安の軽減につながるケアであることが明らかにな
った。 
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